
【ビジネス】
ソーシャルビジネス、能登ボランティア

◆ 活動内容

◆ メンバーの声

◆ 2026年度の活動目標

設立年：

メンバー数：

活動頻度：

主な活動場所：

参加費用：

広報

ウェブサイト Instagram X

■ 問合せ先 wavoc.socialbusiness@gmail.com 登録サークル

2022年 4月：新歓
5月～６月： サークル内ソーシャルビジネスビジコンの
開催、半年ごとの個々人の活動報告会
夏休み（8月～9月）：夏合宿
10～11月： 早稲田祭、講演会の開催
春休み（2月～3月）： 春合宿 
また随時、ボランティアや現地調査を開催する予定で
す

21人

ミーティング：週1回

ミーティング／7号館208教室、
WAVOC会議室
活動場所／石川県七尾市周辺、その他

会費（半年）：1000円

ソーシャルビジネス起業プロジェクト

私たちは、社会課題の解決を目指すソーシャルビジネスに関心を持つ大学生が集まる団体です。ただし、ソー
シャルビジネスはあくまで社会課題を解決するための手段の一つと捉えており、学習や実践に取り組むだけ
でなく、能登でのボランティア参加やビジネスコンテストでのアイデア創出など、社会課題の解決に最も近づ
くアクションを日々模索し、実践しています。また、サークル内ではピッチ練習の機会や、社会課題やビジネス
に関する知見を共有する場を設けており、社会課題の解決に向けた基礎的なスキルの習得にも取り組んでい
ます。

僕は、ソービズの活動を通して、実際に動いてみることの大切さに気付きました。ソービズという環境にいな
かったら参加していなかっただろう、能登ボランティア。社会課題を解決したいと思うことも大事だけど、現
地に赴き、肌で感じ、全身で考えることの大切さを学びました。積極的に動く仲間に、気後れすることもあり
ますが、とてもエネルギーをもらっています。多様な社会課題に向かう仲間に負けじと、僕もアクション起こし
ます！

サークル内の各メンバーが自ら解決したい社会課題をテーマとして設定し、実際に現地へ赴いたり、当事者の
声に耳を傾けたりすることで、その課題に関する知見を深める。そこで、得られた知識をサークル内で共有し、
これまで以上に解像度の高い視点からソーシャルビジネスや社会課題について考えられるようになることを
目指す。また、「社会課題に関心のある人とビジネスをつなぐ架け橋となる」ことをテーマに、SNSや多様な交
流の場を通じてソーシャルビジネスに関する発信の機会を増やしていく。

◆ サークル情報 ◆ 2026年度の年間活動スケジュール


